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アフターコロナを見据え、インバウンドを軸とした
仙台と海外の関係をより強固なものへ。
東北における本市が持つべきリーダーシップ、
また役割とは何かを考える

第3回定例会 一般質問 質問と回答

TOPIC

東北連携の取組みの進捗についてQ1

A1
今後、ご意見や市総合計画に掲げております「東北・仙台に 世界中から人を呼び込む」と
いった方向性を踏まえ、東北の一層の発展に向け、役割を果たしてまいりたい と存じます。

農業や食をテーマとした東北連携の取組みについてQ2

A2
今後は、東北DC を契機に生まれた農業や食を含めた 観光素材等も効果的に活用し、
東北の交流人口拡大に向け、さらに取組 みを推進してまいりたいと考えております。

交流人口回復を見据えた準備と戦略についてQ3

A3
仙台の将来を見据えたときに、国内外から広く人を呼び込み、経済活動や交流活動を活発化
させることが 不可欠でございますが、コロナ後は世界規模での都市間競争が見込まれます。

コロナ後の施策の方向性についてQ4

A4
交流人口により地域が潤い、新たな雇用が生まれるような経済
循環が、ここ仙台・東北で実現できるよう力を尽くしてまいります。

インバウンドの受入環境の向上についてQ5

A5
東北全体でのスマートフォン決済の普及促進をはじめ、イン
バウンドの受入環境のさらなる充実に向け、東北の各自治
体との連携を図ってまいりたいと存じます。

長期的な東北連携の ターゲット:アフリカQ6

A6
本市・東北の企業の強み を生かしたビジネスの可能性につ
いて研究してまいりたいと存じます。

・令和4年度 主要事業の内示状況
・令和4年度市政推進のための基本的な政策
・令和４年度 施工予定一覧表

8仙台市議会政策報告　No.26

T O P I C

令和４年度 施工予定一覧表
令和4年2月1日現在※令和4年度発注予定の工事(財政内示ベース）及び令和3年度より継続して行う工事

№ 工事件名 施工場所 発注予定時期または工期
(延伸予定の工期)

※1/4期とは4月～6月、2/4期とは7月～9月、3/4期とは10月～12月、4/4期とは1月～3月

2 （市）落合栗生線（落合橋）仮橋設置工事 青葉区栗生二丁目　地内 R4.2月業者決定

1
(市)森下下河原線(陸前落合駅歩道橋)
耐震補強・補修工事 青葉区落合２丁目　地内 R3.8.2～(R4.5.31)

3 （市）向田団地線（向田工区）道路付帯工事 青葉区芋沢字鳥屋敷前　地内 R4.2月業者決定

4
（市）向田団地線（向田工区）
仮設道路築造工事

青葉区芋沢字鳥屋敷前　地内外 1/4期発注予定

5
（市）向田団地線（向田工区）
橋梁下部工工事（その1）

青葉区芋沢字鳥屋敷前　地内外 2/4期発注予定

6
（市）赤坂明神線外3線（赤坂北工区）
道路改良工事

青葉区大倉字高畑　地内 2/4期発注予定

7 (主)仙台北環状線(葛岡工区)舗装改修工事 青葉区郷六字葛岡　地内 1/4期発注予定

8 (国)４５７号(綱木工区)舗装改修工事 青葉区芋沢字大竹中　地内 2/4期発注予定

9 (国)４５７号(愛子東工区)歩道改修工事 青葉区下愛子字町　地内　外 2/4期発注予定

10 (国)４５７号(愛子東工区)舗装改修工事 青葉区愛子東２丁目　地内 2/4期発注予定

11 (市)葛岡墓園入口線(葛岡工区)歩道改修工事 青葉区郷六字葛岡下　地内 2/4期発注予定

12
(市)四反田前高野原線(四反田工区)
舗装改修工事 青葉区芋沢字四反田　地内 2/4期発注予定

13
(市)吉成伊勢幹線７号線(国見ヶ丘五丁目工区)
舗装改修工事 青葉区国見ヶ丘五丁目　地内 2/4期発注予定

14
(市)国見ヶ丘中央線(国見ヶ丘一丁目工区)
舗装改修工事 青葉区国見ヶ丘三丁目　地内 2/4期発注予定

15 (一)落合停車場線(栗生工区)舗装改修工事 青葉区栗生五丁目　地内 2/4期発注予定

16 (市)宮城中山線(吉成山工区)舗装改修工事 青葉区芋沢字吉成山　地内 3/4期発注予定

17 (一)泉ヶ丘熊ヶ根線(下窪工区)舗装改修工事 青葉区大倉字下倉　地内 3/4期発注予定

18 (市)倉内赤生木円(倉内)舗装改修工事 青葉区上愛子字倉内　地内 3/4期発注予定

19 (市)サイカチ沼線(芦見工区)道路防災工事 青葉区上愛子字芦見　地内 1/4期発注予定

20
(主)定義仙台線(夜盗沢その4,5工区)
道路防災工事 青葉区大倉字夜盗沢　地内 1/4期発注予定

21 (市)大豆沢線(大豆沢工区)道路防災工事 青葉区大倉字前沢　地内 2/4期発注予定

22
(市)十里平中線(濁又沢橋)橋梁
耐震補強・補修工事 青葉区大倉字横川岳　地内 2/4期発注予定

23
(市)奥武士線(奥武士橋)橋梁
耐震補強・補修工事 青葉区芋沢字奥武士　地内 2/4期発注予定

24 (市)森下下河原線(陸前落合駅歩道橋)
耐震補強・補修工事（ＪＲ工事委託協定） 青葉区落合２丁目　地内 1/4期発注予定

25 愛子駅自由通路補修工事 青葉区愛子中央１丁目　地内 1/4期発注予定
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分
野
横
断
的
な
新
し
い
東
北
連
携

第3回定例会

一般質問
1

交
流
人
口
回
復
を
見
据
え
た

準
備
状
況
と
本
市
の
戦
略

第3回定例会

一般質問
2

東
北
連
携
の
取
組
み
の
進
捗
に
つ
い
て

令
和
2
年
の
第
3
回
定
例
会
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
、
宿
泊
業
を
中
心

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
中
、
東
北
の
農

産
物
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
販
路
拡
大

等
に
よ
る
新
た
な
産
業
振
興
を
図
り
、
そ

の
国
内
外
へ
の
発
信
に
よ
り
域
外
か
ら
の

投
資
促
進
に
も
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の
観
光
中
心
の
東
北
連
携
か
ら
、

よ
り
広
い
分
野
で
の
連
携
を
模
索
す
る
新

し
い
東
北
連
携
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
必

要
性
に
つ
い
て
投
げ
か
け
ま
し
た
。
市
長

か
ら
は
、
観
光
分
野
に
限
ら
ず
に
地
域
経

済
を
牽
引
す
る
企
業
の
輩
出
な
ど
、
東
北

を
舞
台
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

施
策
や
、
農
林
水
産
業
の
活
性
化
な
ど
、

仙
台
、
東
北
の
産
業
の
成
長
を
支
え
る
施

策
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
よ
り
広
範
な
分

野
で
の
東
北
連
携
を
全
庁
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、

東
北
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
め
る
役
割
も

担
っ
て
ま
い
り
た
い
、
と
の
ご
答
弁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
そ
の
後
の
検
討
、

取
り
組
み
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

農
業
や
食
を
テ
ー
マ
と
し
た

東
北
連
携
の
取
組
み
に
つ
い
て

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
本
市
、

そ
し
て
東
北
の
地
域
経
済
回
復
の
当
面
の

鍵
と
な
る
の
は
、
東
北
の
最
大
の
魅
力
の

一
つ
で
あ
る
「
食
」
で
あ
り
、
優
れ
た
農

産
物
や
、
日
本
で
も
有
数
の
銘
柄
が
豊
富

加
藤 

和
彦 

議
員

>>

Q

交
流
人
口
回
復
を
見
据
え
た

準
備
と
戦
略
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
と
、
世
の
中
は
大

き
く
変
化
し
ま
す
。私
た
ち
は
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
世
界
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

9
月
13
日
に
、
市
長
も
登
壇
し
、「
都

市
間
競
争
を
勝
ち
抜
く 

仙
台
の
観
光
の

あ
り
方 

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

加
藤 

和
彦 

議
員

>>

Q

交
流
人
口
拡
大
と
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た

海
外
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
重
点
化

第3回定例会

一般質問
3

観
光
を
含
む
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け

た
戦
略
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
極
め
て
重
要
な
要
素
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
国
内
で
し
ょ

う
か
。
日
本
に
お
け
る
、
購
買
意
欲
の
旺
盛

な
生
産
年
齢
人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
70
％
前

後
で
あ
っ
た
1
9
6
0
年
代
か
ら
1
9
8
0

年
代
終
わ
り
く
ら
い
で
、
以
降
は
急
激
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
国
の
経
済
成
長
は
人

口
成
長
と
生
産
性
向
上
の
合
計
で
あ
り
ま

す
。
日
本
は
今
後
も
人
口
が
減
り
続
け
る

も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
減
少
ス

ピ
ー
ド
も
速
く
、
生
産
性
向
上
の
み
に
よ

る
経
済
成
長
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
今
後
日
本
、
そ
し
て
本
市
は
、

ど
こ
に
投
資
し
て
い
く
べ
き
か
、
あ
る
い

は
、
投
資
し
て
も
ら
う
か
。
私
は
、
世
界

的
視
野
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
重
点
化
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

⑴ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ま
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
絞
っ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
海
外
戦
略

加
藤 

和
彦 

議
員

>>

Q
な
地
酒
な
ど
は
、
世
界
で
も
勝
負
で
き
る

コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
競
合
関
係
に

あ
る
た
め
、
産
地
や
県
レ
ベ
ル
で
の
連
携

は
で
き
て
も
、
東
北
と
い
う
広
域
で
の
連

携
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、「
観
光
」
を
軸
と

し
た
連
携
で
あ
り
ま
す
。
商
品
や
食
文
化
、

農
業
体
験
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
と

し
て
捉
え
、
観
光
と
組
み
合
わ
せ
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
の
連
携
は
可
能

で
あ
り
、
東
北
の
強
み
を
活
か
し
た
戦
略

的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

4
月
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
何
と
か

実
施
し
て
い
る
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
各
種
事
業
の
中
に
も

農
業
や
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
連
携
事
業
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
実
施

す
る
中
で
見
え
て
き
た
課
題
や
可
能
性
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
、

そ
れ
を
踏
ま
え
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

文
化
観
光
局
長

>>

A
東
北
連
携
の
取
組
み
の

進
捗
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
東
北
絆
ま
つ
り
や

観
光
案
内
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、

東
北
の
魅
力
発
信
や
周
遊
促
進
を
始
め
と

し
た
観
光
分
野
で
の
取
組
み
の
ほ
か
、
最

近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
職
活
動
中
の

学
生
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
企
業
説
明
会

仙
台
市
長

>>

A
交
流
人
口
回
復
を
見
据
え
た

準
備
と
戦
略
に
つ
い
て

仙
台
の
将
来
を
見
据
え
た
と
き
に
、
国
内

外
か
ら
広
く
人
を
呼
び
込
み
、
経
済
活
動
や

交
流
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
後
は
世
界
規

模
で
の
都
市
間
競
争
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

先
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
世
界

の
人
気
観
光
地
で
あ
る
日
本
の
中
で
も
、

仙
台
は
都
市
規
模
の
面
で
優
位
性
が
高

い
」、「
旅
行
者
が
あ
た
か
も
暮
ら
す
よ
う

に
街
を
感
じ
る
滞
在
型
の
観
光
に
適
し
て

い
る
」、「
東
北
の
玄
関
口
と
い
う
特
性
を

最
大
限
に
生
か
す
べ
き
」
な
ど
大
変
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
後
の
施
策
の
方
向
性
に
つ
き
ま

し
て
は
、
宿
泊
者
数
の
み
な
ら
ず
、
旅
行

消
費
額
や
リ
ピ
ー
ト
率
と
い
っ
た
交
流
人

口
の
質
に
も
着
目
を
し
て
、
取
り
組
ん
で

ま
い
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
戦
略
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
に
よ
り
、
旅
行

者
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
滞
在
時

間
の
延
長
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
北
周
遊
の
拠
点
と
し
て
、
自
然
や
食
文

文
化
観
光
局
長

>>

A
農
業
や
食
を
テ
ー
マ
と
し
た

東
北
連
携
の
取
組
み
に
つ
い
て

４
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
東
北
Ｄ

Ｃ
に
お
き
ま
し
て
は
、
食
を
楽
し
む
特
別

列
車
や
果
物
の
収
穫
体
験
な
ど
の
企
画
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
感
染
症
の

拡
大
の
影
響
に
よ
り
多
く
が
中
止
に
な

り
、
東
北
全
体
で
の
十
分
な
Ｐ
Ｒ
が
行
え

な
い
状
況
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
東
北
の
食
に
着
目
し

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
勾
当
台
公
園
に
あ
る

「
ル
ー
ト
２
２
７
カ
フ
ェ
」
で
の
東
北
の

食
の
魅
力
発
信
、
東
北
の
食
文
化
な
ど
を

体
験
い
た
だ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
造

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
東
北
Ｄ
Ｃ
を
契
機
に
生
ま

れ
た
農
業
や
食
を
含
め
た
観
光
素
材
等
も

効
果
的
に
活
用
し
、
東
北
の
交
流
人
口
拡

大
に
向
け
、
さ
ら
に
取
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

開
催
さ
れ
、
ま
さ
に
、
コ
ロ
ナ
で
落
ち
込

ん
だ
交
流
人
口
の
回
復
や
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
、
何
か
得

る
も
の
は
あ
っ
た
の
か
ま
ず
伺
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

そ
う
し
た
議
論
や
準
備
を
十
分
生
か
し
、

国
内
の
み
な
ら
ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や

M
I
C
E
も
含
め
、
世
界
も
視
野
に
入
れ
た

化
と
い
っ
た
東
北
の
魅
力
を
一
体
的
に
発

信
す
る
ほ
か
、
観
光
関
連
事
業
者
の
連
携

に
よ
る
持
続
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
等
も

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

交
流
人
口
に
よ
り
地
域
が
潤
い
、
新
た

な
雇
用
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
経
済
循
環

が
、
こ
こ
仙
台
・
東
北
で
実
現
で
き
る
よ

を
立
て
る
場
合
、
各
国
の
歴
史
や
政
治
情

勢
、
文
化
の
ほ
か
、
何
よ
り
も
現
在
の
経
済

的
な
発
展
レ
ベ
ル
や
人
口
構
成
に
着
目
し

て
、
そ
の
段
階
に
応
じ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
極

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
の
本
市
に
お
け
る
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
上
位
3
か
国
と
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊

者
数
は
、
第
1
位
が
台
湾
で
12
万
人
、
第
2

位
が
中
国
で
3
万
4
千
人
、
第
3
位
が
タ
イ

で
1
万
9
千
人
と
続
き
ま
す
。
国
の
発
展
レ

ベ
ル
と
G
D
P
と
の
関
係
で
見
た
場
合
、
最

初
の
節
目
は
、
一
人
当
た
り
の
G
D
P
1
千

ド
ル
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
る
と

都
市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
が
本
格
化
す
る

と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
開

業
、
車
や
バ
イ
ク
の
普
及
、
地
方
か
ら
都
市

へ
の
若
者
の
流
入
が
始
ま
り
ま
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
千
ド
ル
ラ
イ
ン
で
、

日
本
で
は
1
9
7
2
年
頃
が
こ
の
時
期
に
当

た
り
ま
す
。こ
の
年
は
外
食
元
年
で
も
あ
り
、

日
本
の
銀
座
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
1
号
店
が
で

き
た
の
が
1
9
7
1
年
で
し
た
。
す
か
い

ら
ー
く
の
1
号
店
も
1
9
7
0
年
と
、
同
じ

時
期
で
す
。
こ
の
ラ
イ
ン
を
超
え
ま
す
と
、

外
食
産
業
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

出
始
め
、
新
車
の
販
売
も
増
加
し
ま
す
。

次
の
ラ
イ
ン
は
1
万
ド
ル
で
、
日
本
で

は
1
9
8
0
年
頃
で
す
。
東
急
ハ
ン
ズ
渋

谷
店
が
で
き
た
の
が
1
9
7
8
年
、
渋
谷

の
1
0
9
の
完
成
は
1
9
7
9
年
、
続
い

て
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
1
9
8
3

年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は

消
費
文
化
が
熱
く
、
嗜
好
（
し
こ
う
）
が

多
様
化
し
て
、
少
し
変
わ
っ
た
も
の
や
、

か
っ
こ
い
い
も
の
が
欲
し
い
と
い
う
意
欲

が
大
き
く
な
り
、
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ

る
ラ
イ
ン
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
日
本
で
は
海
外
旅
行
者
が

1
9
8
6
年
に
5
0
0
万
人
を
、
1
9
9
0

年
に
は
1
，0
0
0
万
人
を
突
破
し
、
わ
ず

か
4
年
間
で
一
気
に
2
倍
に
増
え
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
で

の
レ
ジ
ャ
ー
が
本
格
化
す
る
の
も
こ
の
1
万

ド
ル
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
備
え
、
海
外
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
に
向
け
取
り
組
み
を
強

化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
の
視
点
の
一
つ

と
し
て
重
要
な
の
が
、
東
北
連
携
で
あ
り
ま

す
。
仙
台
を
始
め
、
宮
城
、
東
北
は
、
農
産

物
と
こ
れ
を
活
用
し
た
食
文
化
、
歴
史
資
源

や
自
然
と
い
っ
た
観
光
資
源
が
豊
富
で
す
。

こ
れ
ら
を
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
売
り
込

む
取
り
組
み
を
更
に
推
進
す
べ
き
で
す
。
こ

の
視
点
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取
り
組

み
と
海
外
か
ら
の
観
光
客
数
の
推
移
、
そ
し

て
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
決
済
環
境
の
充

実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。本
市
で
は
、こ
う
し
た

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
獲
得
に
向
け
て
都
市

間
競
争
が
激
化
し
て
い
く
こ
と
が
明
白
で

す
。
仙
台
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
東

北
全
体
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
決
済
環

境
の
充
実
を
含
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環

境
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

の
開
催
や
、
農
産
品
商
談
会
へ
の
出
展
支

援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

東
北
連
携
推
進
室
の
設
置
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
国
内
外
の
環
境
も
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
改
め
て
、

東
北
の
各
県
庁
所
在
市
を
訪
問
し
、
観
光

部
門
だ
け
で
な
く
企
画
部
門
か
ら
も
、
新

た
な
連
携
分
野
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。

各
市
か
ら
は
、
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
本
市
と
の
さ
ら
な
る
連
携
や
今
後
再

開
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
な
ど
に
お
い

て
、
本
市
の
牽
引
役
や
東
北
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
し
て
の
役
割
に
期
待
す
る
声
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
や
市
総
合
計

画
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
東
北
・
仙
台
に

世
界
中
か
ら
人
を
呼
び
込
む
」
と
い
っ
た

方
向
性
を
踏
ま
え
、
東
北
の
一
層
の
発
展

に
向
け
、
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
策
定
中
の
「
交
流
人
口
ビ
ジ
ネ
ス
活
性

化
戦
略
」
に
つ
い
て
、
様
々
な
議
論
が
行
わ

れ
、
あ
る
程
度
完
成
度
が
高
ま
っ
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お

け
る
観
光
の
あ
り
方
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

対
応
方
針
な
ど
、
交
流
人
口
ビ
ジ
ネ
ス
活
性

化
戦
略
の
現
段
階
で
の
基
本
的
な
方
向
性

に
つ
い
て
、
市
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

M
I
C
E
と
は
…
企
業
等
の
会
議（
M
e
e
t
i
n
g
）、

企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研
修
旅
行（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

旅
行
）（
I
n
c
e
n
t
i
v
e 

T
r
a
v
e
l
）、国
際

機
関
・
団
体
、学
会
等
が
行
う
国
際
会
議 

（
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
）、展
示
会
・
見
本
市
、イ
ベ
ン

ト（
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
/
E
v
e
n
t
）の
頭
文

字
を
使
っ
た
造
語
で
多
く
の
集
客
が
見
込
ま
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
総
称
で
す
。
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観
光
を
含
む
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け

た
戦
略
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
極
め
て
重
要
な
要
素
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
国
内
で
し
ょ

う
か
。
日
本
に
お
け
る
、
購
買
意
欲
の
旺
盛

な
生
産
年
齢
人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
70
％
前

後
で
あ
っ
た
1
9
6
0
年
代
か
ら
1
9
8
0

年
代
終
わ
り
く
ら
い
で
、
以
降
は
急
激
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
国
の
経
済
成
長
は
人

口
成
長
と
生
産
性
向
上
の
合
計
で
あ
り
ま

す
。
日
本
は
今
後
も
人
口
が
減
り
続
け
る

も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
減
少
ス

ピ
ー
ド
も
速
く
、
生
産
性
向
上
の
み
に
よ

る
経
済
成
長
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
今
後
日
本
、
そ
し
て
本
市
は
、

ど
こ
に
投
資
し
て
い
く
べ
き
か
、
あ
る
い

は
、
投
資
し
て
も
ら
う
か
。
私
は
、
世
界

的
視
野
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
重
点
化
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

⑴ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ま
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
絞
っ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
海
外
戦
略

文
化
観
光
局
長

>>

A
本
市
の
取
り
組
み
、
海
外
か
ら
の
観
光
客

数
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
取
組

み
、
観
光
客
数
の
推
移
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
仙
台
の
み
な
ら

ず
、
東
北
全
体
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

に
向
け
、
東
北
の
各
自
治
体
や
東
北
観
光

推
進
機
構
と
連
携
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア

招
請
や
旅
行
会
社
向
け
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実

施
し
、
東
北
各
地
の
観
光
資
源
を
巡
る

ル
ー
ト
の
紹
介
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
を
含
む
東
北
の
外
国
人
宿
泊
者
数

に
つ
き
ま
し
て
は
、
震
災
翌
年
の
平
成
24

年
が
23
万
人
、
平
成
27
年
が
53
万
人
、
令

和
元
年
が
1
6
8
万
人
と
、
目
標
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
落
ち
込

ん
で
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
ま
す
と
、

本
市
が
重
点
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
き
た
台

湾
、
タ
イ
以
外
の
国
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
定
め
な
が
ら
、

各
自
治
体
と
連
携
し
、
東
北
の
最
大
の
魅

力
で
あ
る
美
し
い
自
然
や
豊
か
な
食
文
化

な
ど
の
発
信
に
努
め
、
さ
ら
な
る
誘
客
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

仙
台
市
長

>>

A
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
に
つ
い
て

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
少

子
高
齢
化
に
よ
る
国
内
市
場
の
縮
小
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
市
内
お
よ
び
東
北

域
内
の
企
業
の
海
外
展
開
の
支
援
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
経
済
的
に

成
長
し
、
様
々
な
交
流
を
続
け
て
き
た
タ

イ
を
は
じ
め
と
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
な

ど
へ
の
販
路
開
拓
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
世
界

的
な
消
費
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

対
応
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

電
子
商
取
引
、
い
わ
ゆ
る
越
境
イ
ー
コ

を
立
て
る
場
合
、
各
国
の
歴
史
や
政
治
情

勢
、
文
化
の
ほ
か
、
何
よ
り
も
現
在
の
経
済

的
な
発
展
レ
ベ
ル
や
人
口
構
成
に
着
目
し

て
、
そ
の
段
階
に
応
じ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
極

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
の
本
市
に
お
け
る
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
上
位
3
か
国
と
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊

者
数
は
、
第
1
位
が
台
湾
で
12
万
人
、
第
2

位
が
中
国
で
3
万
4
千
人
、
第
3
位
が
タ
イ

で
1
万
9
千
人
と
続
き
ま
す
。
国
の
発
展
レ

ベ
ル
と
G
D
P
と
の
関
係
で
見
た
場
合
、
最

初
の
節
目
は
、
一
人
当
た
り
の
G
D
P
1
千

ド
ル
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
る
と

都
市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
が
本
格
化
す
る

と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
開

業
、
車
や
バ
イ
ク
の
普
及
、
地
方
か
ら
都
市

へ
の
若
者
の
流
入
が
始
ま
り
ま
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
は
3
千
ド
ル
ラ
イ
ン
で
、

日
本
で
は
1
9
7
2
年
頃
が
こ
の
時
期
に
当

た
り
ま
す
。こ
の
年
は
外
食
元
年
で
も
あ
り
、

日
本
の
銀
座
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
1
号
店
が
で

き
た
の
が
1
9
7
1
年
で
し
た
。
す
か
い

ら
ー
く
の
1
号
店
も
1
9
7
0
年
と
、
同
じ

時
期
で
す
。
こ
の
ラ
イ
ン
を
超
え
ま
す
と
、

外
食
産
業
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

出
始
め
、
新
車
の
販
売
も
増
加
し
ま
す
。

次
の
ラ
イ
ン
は
1
万
ド
ル
で
、
日
本
で

は
1
9
8
0
年
頃
で
す
。
東
急
ハ
ン
ズ
渋

谷
店
が
で
き
た
の
が
1
9
7
8
年
、
渋
谷

の
1
0
9
の
完
成
は
1
9
7
9
年
、
続
い

て
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
1
9
8
3

年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は

消
費
文
化
が
熱
く
、
嗜
好
（
し
こ
う
）
が

多
様
化
し
て
、
少
し
変
わ
っ
た
も
の
や
、

か
っ
こ
い
い
も
の
が
欲
し
い
と
い
う
意
欲

が
大
き
く
な
り
、
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ

る
ラ
イ
ン
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
日
本
で
は
海
外
旅
行
者
が

1
9
8
6
年
に
5
0
0
万
人
を
、
1
9
9
0

年
に
は
1
，0
0
0
万
人
を
突
破
し
、
わ
ず

か
4
年
間
で
一
気
に
2
倍
に
増
え
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
で

の
レ
ジ
ャ
ー
が
本
格
化
す
る
の
も
こ
の
1
万

ド
ル
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
備
え
、
海
外
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
に
向
け
取
り
組
み
を
強

化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
の
視
点
の
一
つ

と
し
て
重
要
な
の
が
、
東
北
連
携
で
あ
り
ま

す
。
仙
台
を
始
め
、
宮
城
、
東
北
は
、
農
産

物
と
こ
れ
を
活
用
し
た
食
文
化
、
歴
史
資
源

や
自
然
と
い
っ
た
観
光
資
源
が
豊
富
で
す
。

こ
れ
ら
を
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
売
り
込

む
取
り
組
み
を
更
に
推
進
す
べ
き
で
す
。
こ

の
視
点
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取
り
組

み
と
海
外
か
ら
の
観
光
客
数
の
推
移
、
そ
し

て
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
決
済
環
境
の
充

実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。本
市
で
は
、こ
う
し
た

環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
獲
得
に
向
け
て
都
市

間
競
争
が
激
化
し
て
い
く
こ
と
が
明
白
で

す
。
仙
台
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
東

北
全
体
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
決
済
環

境
の
充
実
を
含
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環

境
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

⑵ 

中
長
期
的
な
東
北
連
携
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
：
ア
フ
リ
カ

次
に
、
仙
台
、
東
北
の
持
続
的
な
発

展
を
目
指
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
限
ら

ず
、
特
色
あ
る
地
場
産
業
の
構
築
と
育

成
に
向
け
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
み
、
あ
ら

ゆ
る
国
に
お
け
る
経
済
発
展
が
可
能
と
な

る
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
多

く
の
人
た
ち
が
豊
か
さ
を
求
め
る
根
源
的

な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
国
に
よ
っ
て
成
長
パ
タ
ー
ン
は

様
々
で
、
時
間
軸
に
も
差
は
あ
り
ま
す
が
、

間
違
い
な
く
多
く
の
国
が
今
後
発
展
し
て

い
く
こ
と
が
確
実
で
す
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
経

済
成
長
の
伸
び
が
今
後
期
待
で
き
な
い
中
、

も
っ
と
海
外
、
特
に
発
展
の
途
上
に
あ
る
国

に
目
を
向
け
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
し
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、
市
長
の
ご
認
識
を
伺
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
国
々
の
中
で
も
私
が
特
に
注

目
し
て
い
る
の
は
ア
フ
リ
カ
で
あ
り
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
は
、
社
会
課
題
が
山
積
み
で

は
あ
り
ま
す
が
、
経
済
的
に
は
高
度
成
長

期
の
入
り
口
に
入
っ
て
い
ま
す
。
50
年
前

の
日
本
、
25
年
前
の
中
国
、
10
年
前
の
イ

ン
ド
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、
加
速
度
的
に
発

展
を
遂
げ
て
い
る
地
域
で
す
。
ア
フ
リ
カ

全
体
の
G
D
P
は
約
2
6
0
兆
円
で
、
日

本
が
約
5
5
0
兆
円
で
す
か
ら
そ
の
半
分

に
迫
ろ
う
と
い
う
勢
い
で
す
。
日
本
で
年

間
1
，0
0
0
億
円
以
上
の
売
上
が
あ
る

企
業
は
9
4
0
社
で
す
が
、
ア
フ
リ
カ
で

は
既
に
4
0
0
社
以
上
あ
り
ま
す
。
13
億

人
の
人
口
を
抱
え
る
大
陸
で
あ
り
、
経
済

的
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
に
な
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
市
場
で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
今

後
の
経
済
成
長
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
国

民
一
人
当
た
り
の
G
D
P
を
見
ま
す
と
、

1
万
ド
ル
ラ
イ
ン
を
超
え
る
国
が
出
て
き

て
は
お
り
ま
す
が
、
上
位
の
多
く
は
3
千

ド
ル
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
る
段
階
で
す
。

日
本
は
一
足
先
に
3
千
ド
ル
、
1
万
ド

ル
、
2
万
ド
ル
を
、
こ
の
50
年
で
体
験
し
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
が
起
こ
る
か
を
よ

く
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
流
行
が
生
ま
れ
る
の
は
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
か
、
1
万
ド
ル
ラ
イ
ン
で
は
ど

ん
な
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
う

し
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
と
活
か
す

べ
き
で
す
。
中
国
で
も
、
東
南
ア
ジ
ア
で

も
、
イ
ン
ド
で
も
、
先
ん
じ
て
起
き
て
お

り
、
同
様
に
ア
フ
リ
カ
で
も
必
ず
起
き
る

は
ず
で
す
。

以
上
の
課
題
認
識
を
踏
ま
え
、
ア
フ
リ

カ
に
は
4
つ
の
進
出
す
る
視
点
、
切
り
口

が
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

そ
の
１
つ
は
、
資
源
や
第
一
次
産
品
な

ど
の
獲
得
の
場
、
輸
入
先
と
し
て
の
進
出

で
す
が
、
こ
れ
は
既
に
我
が
国
全
体
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

2
点
目
は
、
将
来
の
有
望
な
市
場
と
し

て
の
進
出
で
あ
り
ま
す
。
購
買
意
欲
の
高

い
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
今

後
、
所
得
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
実
際
に
、

エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
は
、
世
帯
年
収

3
8
0
万
円
以
上
の
世
帯
の
割
合
が
約

46
％
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
で
は
約

10
％
と
、
想
像
以
上
に
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
商
品
を
普
通
に
購

入
す
る
こ
と
が
可
能
な
中
間
層
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
状

況
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
30
年
以
上

前
か
ら
進
出
し
、
成
功
し
て
い
る
日
本

メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。
カ
ネ
カ
と
い
う

女
性
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
素
材
で
有
名
な
化
学

メ
ー
カ
ー
で
、
ア
フ
リ
カ
の
女
性
の
間
で

は
、
毛
髪
の
特
性
か
ら
、
手
軽
に
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
を
変
え
ら
れ
る
付
け
毛
が
人
気

で
、
カ
ネ
カ
は
ア
フ
リ
カ
で
50
％
を
超
え

る
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
で
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
の
売
上
は
、
日
本
の
も
の
が
2

位
で
す
。
袋
ラ
ー
メ
ン
が
メ
イ
ン
で
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
年
間
20
億
食
売
れ
て
い

ま
す
。
仙
台
、
東
北
の
大
き
な
魅
力
の
一

つ
で
あ
る
、
多
彩
か
つ
豊
富
な
農
産
物
、

さ
ら
に
、
農
産
物
を
加
工
し
付
加
価
値
を

持
た
せ
る
6
次
産
品
、
あ
る
い
は
、
食
文

化
そ
の
も
の
な
ど
、
多
角
的
な
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
広
め
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
の

大
き
な
可
能
性
が
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
欧
米
、
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
も
重
要
な
進
出
先
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
内
、
世
界
の
ラ
イ
バ
ル
も
多
く
、

競
争
も
激
し
い
。
こ
れ
ま
で
本
市
、
あ
る

い
は
、
東
北
で
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
た
事
例
は
あ
る
の

か
、
あ
れ
ば
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
示
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
点
に
関
す
る
当

局
の
ご
認
識
と
、
今
後
の
可
能
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

3
点
目
が
、
生
産
拠
点
と
し
て
の
進
出

で
す
。
我
が
国
の
生
産
拠
点
の
海
外
進
出

先
と
し
て
は
、
中
国
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ

ア
に
勢
い
が
あ
り
ま
す
が
、
中
長
期
的
な

視
点
で
見
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
進
出
が

有
望
で
あ
り
ま
す
。
本
市
企
業
の
進
出
先

と
し
て
、
状
況
の
把
握
と
可
能
性
の
調
査

を
他
に
先
が
け
て
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　最
後
の
4
つ
目
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
発
掘
、
構
築
と
、
そ
の
実
証
の

場
と
し
て
の
進
出
で
あ
り
ま
す
。
日
本
に

お
け
る
国
民
一
人
当
た
り
の
G
D
P
が
1

万
ド
ル
を
超
え
た
の
が
1
9
8
0
年
頃

で
、
そ
の
後
日
本
は
、
1
9
9
1
年
に
3

万
ド
ル
、
1
9
9
5
年
に
4
万
ド
ル
を
超

え
て
以
降
は
、
完
全
に
足
踏
み
状
態
と
な

り
、
俗
に
「
失
わ
れ
た
20
年
」
と
ま
で
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
様
々
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
3
万
ド
ル
、
4

万
ド
ル
に
到
達
し
た
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
、
先
手
先
手
を
打
っ
て
構
築
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
日
本

の
得
意
分
野
で
あ
っ
た
家
電
、
半
導
体
、

ケ
ー
タ
イ
な
ど
の
も
の
づ
く
り
で
韓
国
や

中
国
に
負
け
、
い
わ
ゆ
る
G
A
F
A
の
よ

う
に
新
し
い
業
態
へ
の
進
出
も
出
遅
れ
ま

し
た
。
い
か
に
新
た
な
経
済
モ
デ
ル
を
作

れ
る
か
、
今
、
日
本
は
そ
れ
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
、
既
得
権
益
者
が
い
る
と
、

そ
れ
を
奪
わ
れ
ま
い
、
守
ろ
う
と
す
る
大

き
な
力
が
働
き
ま
す
。
そ
の
た
め
新
し
い

取
り
組
み
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
良
い

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
も
実
現
、
発
展
し

に
く
い
。
既
得
権
益
者
が
い
な
い
と
こ
ろ

で
ま
ず
成
功
さ
せ
る
こ
と
も
一
手
と
考
え

ま
す
。
実
際
に
、
さ
き
ほ
ど
ご
紹
介
し
た

企
業
を
始
め
、
進
出
に
成
功
し
た
日
本
企

業
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
Ａ
Ｉ
や
ド

ロ
ー
ン
、
自
動
運
転
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

は
、
実
証
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
進
化
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
の

数
と
、
そ
れ
に
よ
る
進
化
・
改
善
が
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
実
験
場
と
し
て
ア

フ
リ
カ
が
最
適
で
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
観
点
で
は
、
ア
フ
リ
カ

は
既
に
日
本
よ
り
も
進
ん
で
い
る
現
象
も

あ
り
ま
す
。
送
金
、
決
済
に
つ
い
て
、
日

本
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
政
策
の
後

押
し
も
あ
り
、
や
っ
と
利
用
が
広
ま
り
始

め
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
現
金
が
幅
を

利
か
せ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
ア
フ
リ
カ

で
は
、
成
人
の
全
員
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
ほ
ど
の
人
が
ス
マ
ホ
や
ケ
ー
タ
イ

を
持
ち
、
財
布
代
わ
り
と
し
て
生
活
必
需

品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
き
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
基
礎
と
な
り

え
ま
す
。
規
制
や
既
得
権
益
で
が
ん
じ
が

ら
め
の
日
本
や
他
の
先
進
国
で
は
な
く
、

ア
フ
リ
カ
を
起
点
と
し
て
起
業
し
て
い
る

面
白
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
金
融
、
遠
隔
医
療
、
ド
ロ
ー
ン
、

M
a
a
S
な
ど
規
制
が
厳
し
い
分
野
、

A
I
な
ど
多
く
の
実
証
デ
ー
タ
が
必
要
な

領
域
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
経
済
の
現
状

を
把
握
の
う
え
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
発
掘
し
、
地
元
や
東
北
の
企
業
の
技
術

を
活
用
し
た
シ
ー
ズ
を
育
成
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
本
市
、
あ
る
い
は
東
北
の
地

域
経
済
の
息
の
長
い
発
展
に
資
す
る
と
考

え
ま
す
。
こ
れ
が
今
行
政
に
求
め
ら
れ
る

重
要
な
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
点
に
関
す
る
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

マ
ー
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
に
よ
り
地
元
事
業
者
へ
の
海
外
展

開
の
支
援
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
尋
ね
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
も
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普
及
に
よ
り
イ
ー
コ

マ
ー
ス
市
場
の
更
な
る
拡
大
も
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
後
も
参

入
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
社
会
課
題
を
抱
え
る
発

展
途
上
国
に
対
し
ま
し
て
は
本
市
の
防
災

テ
ッ
ク
事
業
や
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
推
進
事
業

で
生
ま
れ
た
成
果
の
展
開
先
と
し
ま
し
て

も
有
望
と
考
え
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
も
併
せ
て
取
り
組
む
な
ど
、
引
き
続

き
市
内
お
よ
び
東
北
域
内
の
企
業
の
海
外

展
開
の
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

（
進
出
事
例
に
つ
い
て)

（
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て)

（
調
査
に
つ
い
て)

（
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て)

市
内
及
び
東
北
域
内
企
業
に
よ
る
ア
フ

リ
カ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
ご
質
問
に

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
最
近
の
事
例
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
令
和
元
年
度
に
市
内
の
事
業
者
が

ア
フ
リ
カ
へ
の
展
開
も
視
野
に
ド
イ
ツ

で
開
催
さ
れ
た
家
電
展
示
会
に
出
展
し

た
ほ
か
、
昨
年
度
に
は
本
市
の
輸
出
入

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
助
成
金
を
活
用
し
、

モ
ロ
ッ
コ
か
ら
化
粧
品
用
オ
イ
ル
を
輸

入
し
た
事
業
者
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
東
北
域
内
に
お
い
て
も
複
数
の

酒
蔵
や
水
産
加
工
業
者
が
輸
出
を
行
っ
て

お
り
、
現
地
に
法
人
を
設
立
し
て
漁
業
を

営
む
事
例
な
ど
、
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
に
ア
フ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
は
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
人
件
費
が

高
く
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
な
ど
の
多
く
の
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
一
方
、
今
後
、
生
産
年

齢
人
口
が
さ
ら
に
増
加
し
、
高
い
成

長
率
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
各
国
か
ら
の
投
資
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
な
ど
、
企
業
が
海
外

展
開
を
考
え
る
上
で
益
々
重
要
な
地

域
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

現
段
階
に
お
い
て
、
本
市
や
東

北
の
企
業
に
と
っ
て
現
地
に
進
出

す
る
、
あ
る
い
は
直
接
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
に
は
難
し
い
地
域
で
あ
る

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
な
ど
関
係
機

関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
社
会
経
済
の
現
状
等

に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
本

市
・
東
北
の
企
業
の
強
み
を
生
か

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ
い

て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

G
A
F
A
と
は
…
米
国
の
I
T
関
連
企
業

グ
ー
グ
ル
、ア
ッ
プ
ル
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ア
マ
ゾ
ン
の
大
手
4
社
の
頭
文
字
を
と
っ

て
名
付
け
ら
れ
た
造
語
で
す
。

M
a
a
S
と
は
…
複
数
の
公
共
交
通
や
そ

れ
以
外
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み

合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・
決
済
等
を
一
括

で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
動
の
利
便
性
向
上
や

地
域
の
課
題
解
決
に
も
資
す
る
重
要
な
手

段
と
な
る
も
の
で
す
。

シ
ー
ズ
と
は
…
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
種
」
の
こ

と
で
、
企
業
が
も
つ
「
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ア
イ
デ
ア
、
人
材
、
設
備
」
な
ど
の
こ
と

で
す
。

加藤和彦議員×仙台市長 加藤和彦議員×文化観光局長

一般質問令和3年第3回定例会一般質問令和3年第3回定例会

東
北
全
体
の
受
入
環
境
の
向
上
に
つ
い
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
策
と
し
て
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
環
境
整
備
と
東
北

に
お
け
る
受
入
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
。

海
外
で
広
く
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

外
国
人
旅
行
者
の
購
買
意
欲
を
高
め
、
満

足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
平
成
30
年
度
に
、
仙
台
商
工

会
議
所
や
中
心
部
商
店
街
等
と
連
携
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
に
ご

当
地
グ
ル
メ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
な
ど
、
そ
の
普
及
促

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
も
、
東
北
全
体
で
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
環
境
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
、
東
北
の
各
自
治
体
と
の
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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T O P I C

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
に
つ
い
て

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
少

子
高
齢
化
に
よ
る
国
内
市
場
の
縮
小
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
市
内
お
よ
び
東
北

域
内
の
企
業
の
海
外
展
開
の
支
援
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
経
済
的
に

成
長
し
、
様
々
な
交
流
を
続
け
て
き
た
タ

イ
を
は
じ
め
と
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
な

ど
へ
の
販
路
開
拓
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
世
界

的
な
消
費
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

対
応
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

電
子
商
取
引
、
い
わ
ゆ
る
越
境
イ
ー
コ

マ
ー
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
に
よ
り
地
元
事
業
者
へ
の
海
外
展

開
の
支
援
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
尋
ね
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
も
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普
及
に
よ
り
イ
ー
コ

マ
ー
ス
市
場
の
更
な
る
拡
大
も
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
後
も
参

入
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
社
会
課
題
を
抱
え
る
発

展
途
上
国
に
対
し
ま
し
て
は
本
市
の
防
災

テ
ッ
ク
事
業
や
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
推
進
事
業

で
生
ま
れ
た
成
果
の
展
開
先
と
し
ま
し
て

も
有
望
と
考
え
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
も
併
せ
て
取
り
組
む
な
ど
、
引
き
続

き
市
内
お
よ
び
東
北
域
内
の
企
業
の
海
外

展
開
の
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

（
進
出
事
例
に
つ
い
て)

（
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て)

（
調
査
に
つ
い
て)

（
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て)

市
内
及
び
東
北
域
内
企
業
に
よ
る
ア
フ

リ
カ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
ご
質
問
に

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
最
近
の
事
例
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
令
和
元
年
度
に
市
内
の
事
業
者
が

ア
フ
リ
カ
へ
の
展
開
も
視
野
に
ド
イ
ツ

で
開
催
さ
れ
た
家
電
展
示
会
に
出
展
し

た
ほ
か
、
昨
年
度
に
は
本
市
の
輸
出
入

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
助
成
金
を
活
用
し
、

モ
ロ
ッ
コ
か
ら
化
粧
品
用
オ
イ
ル
を
輸

入
し
た
事
業
者
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
東
北
域
内
に
お
い
て
も
複
数
の

酒
蔵
や
水
産
加
工
業
者
が
輸
出
を
行
っ
て

お
り
、
現
地
に
法
人
を
設
立
し
て
漁
業
を

営
む
事
例
な
ど
、
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
に
ア
フ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
は
、
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
人
件
費
が

高
く
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
な
ど
の
多
く
の
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
一
方
、
今
後
、
生
産
年

齢
人
口
が
さ
ら
に
増
加
し
、
高
い
成

長
率
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
各
国
か
ら
の
投
資
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
な
ど
、
企
業
が
海
外

展
開
を
考
え
る
上
で
益
々
重
要
な
地

域
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

現
段
階
に
お
い
て
、
本
市
や
東

北
の
企
業
に
と
っ
て
現
地
に
進
出

す
る
、
あ
る
い
は
直
接
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
に
は
難
し
い
地
域
で
あ
る

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
な
ど
関
係
機

関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
社
会
経
済
の
現
状
等

に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
本

市
・
東
北
の
企
業
の
強
み
を
生
か

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ
い

て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

G
A
F
A
と
は
…
米
国
の
I
T
関
連
企
業

グ
ー
グ
ル
、ア
ッ
プ
ル
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ア
マ
ゾ
ン
の
大
手
4
社
の
頭
文
字
を
と
っ

て
名
付
け
ら
れ
た
造
語
で
す
。

M
a
a
S
と
は
…
複
数
の
公
共
交
通
や
そ

れ
以
外
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み

合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・
決
済
等
を
一
括

で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
動
の
利
便
性
向
上
や

地
域
の
課
題
解
決
に
も
資
す
る
重
要
な
手

段
と
な
る
も
の
で
す
。

シ
ー
ズ
と
は
…
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
種
」
の
こ

と
で
、
企
業
が
も
つ
「
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ア
イ
デ
ア
、
人
材
、
設
備
」
な
ど
の
こ
と

で
す
。

加藤和彦議員×仙台市長

一般質問令和3年第3回定例会
T O P I C

令和4年度 主要事業の内示状況

（千円）宮城総合支所道路課

路線名 工区 要望額 内示額 事業概要

赤坂明神線外2線
（（仮称）中山赤坂線）

赤坂 172,000 172,000 道路改良工事 用地 補償 補償費算定 

向田団地線 向田 103,000 103,000 工事用仮設道路構築工事 橋梁下部工

落合栗生線 落合橋

本木橋

23,000 23,000 水道管橋移設補償工事 仮橋取付部整備 

愛子東栗生線 5,000 枠内 落合橋の予算枠を使用し実施 安全対策(仮設歩道橋設計) 

愛子

芦見

愛子赤坂線 15,000 15,000 踏切拡幅詳細設計(JR東日本へ委託) 

愛子駅自由通路補修 20,000 20,000 補修工事(全体工事費 120,000千円 ) 

陸前落合駅歩道橋耐震補強・補修 149,000 149,000 耐震補強・補修工事(JR東日本へ委託) 

サイカチ沼線 道路防災対策 69,000 69,000 道路防災対策工事

（千円）宮城総合支所公園課

路線名 要望額 内示額 事業概要

 (仮称)高野原三丁目2号公園 17,000 17,000 園路・広場工事

※国費の内示結果を踏まえて、執行予算は編成されることから、執行予算は当初予算とは異なることがある。 複数年度事業はR4年度の内示額を記載

（千円）建設局道路部

路線名 要望額 内示額 事業概要

愛子駅自由通路エレベーター整備 276,000276,000 エレベーター設置工事(全体工事費 276,000 千円) 
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令和4年度市政推進のための基本的な政策

要望事項 要望内容 回答

宮城総合支所庁舎の改築

建築から41年が経過し、老朽化及び狭
隘化が進んでいる宮城総合支所庁舎の
早急な建替計画を示すこと。

宮城総合支所については、施設の老朽化
度合いや事務移管により来庁者や職員が
増加している状況等を踏まえ、引き続き関
係部局と連携を取りながら整備手法につ
いて検討を進めてまいりたい。

地域主体による集会施設の設置に向け
て、適切な予算確保を行うほか、地域の
方 と々の必要な協議を行ってまいりたい。

陸前落合駅歩道橋は、架設後38年が経過し
損傷が著しく点検の結果、修繕工事と耐震補
強工事を令和３年度から実施している。引き
続きJR東日本と協議を進め、令和４年度の工
事完成に向け取り組んでまいりたい。

住民の皆様とともに「先端技術を活用した宮城地区の地域課
題解決事業」や「作並・新川地区活性化事業」の一層の推進を
図り、地域の安全・安心の確保や地域活性化を図ってまいりた
い。なお、「作並・新川地区活性化事業」については、併せて、地
域の自立的活動力を向上させる取組みを進めてまいりたい。

広瀬小学校周辺の抜本的な雨水対策については、上愛子地区
で実施する雨水排水施設整備の状況も勘案し、今後の整備に
ついて検討してまいりたい。
現状においては、用水路の管理者である経済局と連携して対
策を検討するとともに適切な維持管理に努めてまいりたい。

上愛子地区の雨水対策については、令和２年
度に開催した雨水対策委員会において、重点
的に整備を進める地区として位置づけ、現在当
該地区での区画整理事業と、排水ルートについ
て協議を行っているところである。

新設架橋に向けて、令和３年度に用地
取得が完了し、令和４年度に橋梁下部
工工事に着手予定である。早期の完成
に向け引き続き取り組んでまいりたい。

自由通路のバリアフリー化は、令和３年
度に工事発注をしたが入札不調となっ
た。令和４年度に、老朽化対策と一体的
に工事着手できるよう取り組んでまいり
たい。

当該区間の車道舗装及び歩道の側溝蓋について
は、年次計画により、順次、改修を進めている。改
修にあたっては、振動等の状況把握を行うととも
に、側溝蓋については、破損等の状況を踏まえ、緊
急度の高い個所を優先して進めてまいりたい。

令和３年に河川管理者協議が完了し、
準備工事に着手する予定である。本体工
事の早期着手・完了に向け引き続き取り
組んでまいりたい。

陸前落合駅歩道橋の
老朽化対策推進

ＪR仙山線を跨ぐ陸前落合駅東側に架
かる歩道橋は、建設後長期経過し、損
傷が著しい。早期に修繕等を実施し、
安全・安心な通行の確保に努めること。

過疎化が進行している
宮城地区西部の
活性化に向けた取組

過疎化と高齢化が進んでいる宮城地
区西部について、一層の地域活性化を
図ること。

雨水対策の推進
（広瀬小学校周辺）

指定避難所となっている広瀬小学校の
周辺では、道路冠水や床下浸水の被害
が度々発生していることから、雨水幹線
の整備を行うなど、抜本的な雨水対策
を講じること。

雨水対策の推進（上愛子）

水田と宅地が混在する宮城総合支所から西側の愛子地区にお
いて、農業用水路を雨水排水先にしていることから、これまで
も度々床上浸水や道路冠水等の被害が発生している。近傍河
川への新たな放流先の確保を含め、雨水排水路整備と河川改
修を連携して進めるなど、抜本的な雨水対策を講じること。

向田団地の代替道路整備

向田団地においては、明仙橋が地区へ
の唯一のアクセス路であり、災害時の
孤立化が懸念されることから、新設橋
梁を含めた代替道路を早期に完成させ
ること。

大竹町内会の
新たな集会施設
設置について

大竹児童館が本年9月末に廃止となったが、
当該施設が地域の集会施設も兼ねてきた
経緯を踏まえ、地域からの要望等をしっか
りと受け止め、新たな地域の集会施設の設
置に向け、予算確保に最大限配慮すること。

愛子駅南北自由通路のバリア
フリー化（エレベーター整備）
と老朽化対策

駅南北自由通路は高齢者・障がい者の
歩行に支障をきたしており、また老朽化
していることから、バリアフリー化と老
朽化対策を一体として進めること。

国道457号の道路改修

国道457号、愛子駅・陸前落合駅間に
ついては、大型車通行時の振動及び歩
道部の側溝蓋の破損・路面の傷みを早
期に改修すること。

落合橋の拡幅等の再整備

落合橋は狭隘で、車道1車線(3ｍ)と路側
帯(1ｍ)しか通行可能な幅員がなく、車両
が交互通行しかできないボトルネックと
なっていることから、橋の拡幅等の再整備
を早期に完成させること。


